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第３章 教育・文化･スポーツの分野 

 

 施策展開の方向（基本構想より） 
 

一人ひとりが生き生きと輝く個性を育む 

 

家庭､学校と地域社会が連携を深めながら、

開かれた学校づくりを進め、一人ひとりの個

性の尊重を基本として、豊かな人間性と健全

な社会性を身につけた次世代を担う子ども

を育てていきます。また、地域社会とのふれ

あいを深め、郷土を愛する青少年を育ててい

きます。 

市民のだれもが生涯を通じ、それぞれの関

心に応じて学びながら成長できるよう、生涯

学習の環境整備を進めます。 

市民のだれもが年齢や体力に応じてスポ

ーツに親しみ、家庭や地域で気軽にレクリエ

ーションを楽しめるよう､「一市民一スポー

ツ」を推進します｡ 

地域固有の資源の再発見、世界の文化との

ふれあいのなかで、生活をより豊かにするさ

いたま文化の創造を目指します。 

 

 

 施策体系（基本計画より） 
 

 

(1)きめ細かな教育の推進 

(2)教育環境の整備 

(3)創意ある学校施策の推進 

(4)地域に根ざした教育の推進 

 

(1)学習活動の振興 

(2）学習成果を活用する仕組みの整備 

(3)青少年の健全育成 

 

 

(1)親しみやすい活動機会の提供 

(2)推進体制の充実 

(3)サッカーのまちづくりの推進 

 

 

(1)歴史文化資源の保存と活用 

(2)新たな都市文化の創造 

 

 

第１節 ｢潤い」のある教育の推進 

第２節 生涯学習の振興 

第３節 生涯スポーツの振興 

第４節 さいたま文化の創造 
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注）各年とも岩槻市を含む  

資料：学校基本調査
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注）平成 15、16 年度は岩槻市含まず 

資料：学校基本調査より作成

第１節 「潤い」のある教育の推進 

■施策体系 

 

(1)きめ細かな教育の推進   ①豊かな人間性を育む教育の推進 

      ②健全育成活動の充実 

      ③特別支援教育の推進 

(2)教育環境の整備   ①学習しやすい環境づくり 

  ②魅力ある教職員の確保・育成 

(3)創意ある学校施策の推進   

(4)地域に根ざした教育の推進  ①家庭、地域との協働による教育の展開 

      ②開かれた学校運営の推進 

 

施策の方向性  

  
①児童・生徒の個性と能力を伸ばします。 
②過大規模校をなくし、安全・快適に学べる教育環境を整備します。 
③学校づくりのための新しい取り組みを拡大します。 
 
参 考 デ ー タ  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「潤い」のある教育の推進 
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■実施計画事業 

計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

少人数指導の充実 

基礎・基本の徹底と子どもたちの個性や能力を伸ばし豊

かな心を育むため、教員免許を有する少人数指導サポート

プラン臨時教員を小中学校に配置します。    
〔教職員課〕

臨時教員数 
30 名 

（小学校 20 名、中

学校 10 名） 

135 名 
 

環境教育・学習の推進（再掲 p27） 

環境への意識を高めるため、リサイクル活動や学校緑化

コンクールへの参加、学校ビオトープの管理・活用などを

充実します。また、環境教育・学習を推進していくための

総合的方針・計画を策定し、個人が自発的に環境保全に取

り組む活動を支援します。 
〔環境総務課・指導１課〕

リサイクル活動 
実施校 62％ 

 
環境美化活動 
実施校 63％ 

 
総合的方針・計画の

検討 
 
 

 
90％ 

 
 

90％ 
 

策定 
（19 年度） 

 
推進 

特色のある学校づくり推進事業 

授業や地域の方々の憩いの場に活用できる自然園づく

り、地域にある貴重な植物の保存活動、中学生が算数教師

として小学校 5・6 年の算数の学習をサポートするなど、

市立幼小中養護高等学校の創造的な特色のある学校づく

りの取組を推進するため、毎年 10 校程度の推進指定校を

定め、各学校を支援します。    
〔指導１課〕

指定校応募学校数 
139 校 

164 校 
（19 年度） 

小・中一貫「潤いの時間」の展開 

国際社会をたくましく豊かに生きる児童生徒の育成を

目指すため、潤いの時間を教育課程に新設し、小学校から

中学校まで小・中一貫の系統的・継続的なカリキュラムの

もと、人間関係プログラム並びに英会話を実施することに

より、コミュニケーション能力をはじめとする人間関係の

構築に必要な技術を学びます。    
〔指導１課・指導２課〕 

実施準備 

英会話実施校数 
158 校 

 
 

人間関係プログラ

ム見直し 
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計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

生徒指導総合計画子ども潤いプランの推進 

次代を担う子どもたちの健全育成を図るため、体験活動

の場や機会の充実、家庭・地域社会の教育力の充実、心の

サポート体制の確立、魅力ある学校づくりの推進の基本施

策に基づいたアクションプログラムを展開します。    
〔指導２課〕

推進 

アクションプログ

ラムの見直し 
（19 年度） 

 
推進 

国際理解教育・交流事業（再掲 p123）  

市立中学校の生徒や本市在住の高校生などを海外に派

遣する国際交流活動、外国語指導助手や地域在住外国人ボ

ランティアによる国際理解教育を充実します。 
〔指導１課〕

外国語指導助手 
雇用人数 

32 名 
 

外国人ボランティ

ア登録者人数 
32 名 

 
 

32 名 
 
 
 

50 名 

情報教育の充実（再掲 p93）   

普通教室等の授業用コンピュータの整備を進め、これら

を授業に活用するとともに、情報モラルの適切な取り扱い

を指導することにより、児童生徒の情報活用能力の向上を

図るなど情報社会に参画する態度を育成します。    
〔教育研究所〕 

小学校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室に

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 40 台を整

備した校数 
41／100 校 

 
 

普通教室に LAN を

敷設している学校 
0 校 

 
 
 

101 校／101 校 
（19年度 1校新設） 

 
 
 

158 校／158 校 

特別支援教育事業の推進（再掲 p47） 

障害のある児童生徒一人ひとりに応じた適切な教育的

支援を受けられるよう、市立養護学校に相談センターを整

備するなど特別支援教育体制構築に向けた取り組みを進

めます。 
〔指導２課〕  

特殊学級設置校数 
35 校 

 
通級指導教室 

設置校 
6 校 
 

 
43 校 

 
 

10 校 
 

推進 

●学校教育に関わる諸計画の関連イメージ図 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：教育委員会学校教育部 

指導１課 

 
潤いのある教育の推進  

「潤いのある教育」とは、一人ひとりの子どもに目を掛け、落ち着いた教育環境の中で、生き生きとした表情の子ど

もを育てる教育のことです。 

学びの向上さいたまプラン 
○確かな学力の向上を目指した指導内容・指導方法の工夫改善を図り

ます。 
○確かな学力の向上を目指した教員の指導力の向上を図ります。 
○確かな学力の向上を目指した教育条件・教育環境の整備を進めます。

子ども潤いプラン 
○体験活動の場や機会の充実を図りま

す。 
○家庭・地域社会の教育力の充実を図

ります。 
○心のサポート体制の確立を図ります。 

ジョイフルスポーツプラン 
さいたま市 

○元気の出る学校体育・スポーツプロジ

ェクトを推進します。 

知 育 

徳 育 体 育 
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●教育相談の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）各年とも岩槻市は含まず                             資料：教育委員会学校教育部教育研究所

いじめ・友人関係

1.6%

学習・学業

2.2%

集団不適応

5.4%

言語障害。発達相

談、注意欠陥多動

性障害、学習障害

17.2%

就学相談

13.1%

その他

10.8%

不登校

49.8%

平成16年度

教育相談延べ件数

20,065件

就学相談

14.0%

その他

11.7%

いじめ・友人関

係

1.8%

学習・学業

2.8%

言語障害、発達

相談、注意欠陥

多動性障害／学

習障害

12.1%

集団不適応

8.9%

不登校

48.6%

平成15年度

教育相談延べ件数

15,795件

 

計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

教育相談・相談室運営事業 

教育に関する様々な相談体制の充実のため、教育相談室

や適応指導教室を運営するとともに、すべての中学校に設

置したスクールカウンセラーやさわやか相談員によるカ

ウンセリング等、児童生徒の心の悩みや不安の解消に努め

ます。    
〔指導２課〕

推進 充実 

過大規模校解消事業 

小学校の新設などにより、過大規模校の解消を図りま

す。 
  〔教育総務課〕

事業中 推進 

小中学校整備事業   

 
 
 
 

施設改修等の推進 

良好な学習環境を確保するため、老朽化した校舎の

改修や改築などを行うとともに、校庭の芝生化や武道

場未設置の中学校で武道場整備を進めます。    
〔学校施設課〕 

事業中 推進 

 

耐震補強事業 

新耐震設計法（昭和 56 年）以前の基準により建築さ

れた校舎等の耐震性を向上させるため、耐震診断を行

い必要に応じ校舎・体育館の耐震補強工事を実施しま

す。 
     〔学校施設課〕 

事業中 推進 

 
 
 

空調設備設置事業 

図書室・音楽室に加え、普通教室への空調機設備を

整備します。 
〔学校施設課〕

事業中 推進 
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計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

学校図書館の充実   

市立の小中学校全てに、司書を配置するとともに、図書

館コンピュータを設置し、蔵書情報のデータベース化・ネ

ットワーク化により、蔵書などの共同利用化を進め、児童

生徒の意欲的な学習活動や読書活動を推進します。 
   〔教職員課・教育研究所〕

図書館司書 
141 人 

 
図書館ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

91 校 

158 人 
（全小中学校） 

 
158 校 

(全小中学校) 

学校給食施設の整備 

各学校（地域）の特色を生かした給食の実施及びきめ細

やかな食の指導の充実を図り、児童生徒に、より安全でお

いしい給食を提供するため、給食センターから給食の提供

を受けているすべての小中学校に単独校調理場を設置し

ます。    
〔学校施設課〕

単独校調理場 
整備済の学校 

124 校 

 
 

136／158 校 

市立高等学校の整備   

老朽化した学校施設の耐震補強工事や改築を計画的に

進めます。 
〔学校施設課〕

事業中 推進 

中高一貫教育の推進   

市立浦和高校における併設型中高一貫教育校開設に向

けて、具体的な建設計画の立案、教育方針・教育目標など

の策定を行います。 
〔中高一貫教育校開設準備室・学校施設課〕

事業中 
併設型中学校開校 

（19 年度） 

さいたま教育コラボレーション構想の推進   

埼玉大学と連携し、学生による児童生徒への学習支援な

どの教育ボランティア活動や教員の大学講座への参加、学

生へのキャリア教育などを実施し、教職員の資質向上と学

校教育の充実を図ります。 
〔指導１課〕 

推進 推進 

地域講師派遣事業   

市内小・中学校の各教科や総合的な学習の時間などに、

地域の人材を講師として派遣します。 
〔指導１課〕

派遣人数 
757 人 

 
790 人 

地域に開かれた学校運営の推進   

家庭・地域の声を生かし、地域の学校としての運営を行

うため、市立小・中・高等・養護学校全てにおいて、学校

評議員制度を導入するなど、市民の視点での教育改革を進

めます。 
〔指導１課・指導 2 課・教育総務課〕

学校評議員設置校 
159 校 

 
 
 

163 校 
(全小中高養護学校) 

 
推進 
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計画目標 事業の名称と概要 

〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

学びの向上さいたまプランの策定・推進   

基礎学力に加え、学ぶ意欲や自ら学び考える力の向上の

ために、学びの向上さいたまプランを策定し、基礎学力定

着プログラム、国語力向上プランなどを推進します。また、

児童生徒の得意分野を育成するために、（仮）全ての子ど

もに得意分野づくりプログラムを策定し推進していきま

す。 
〔指導１課〕

構想・検討 

学びの向上さいた

まプラン、基礎学力

定着プログラム、国

語力向上プランの

策定 
（17 年度） 

 
（仮）全ての子ども

に得意分野づくり

プログラムの 
策定 

（18 年度） 
 

推進 

 

●「さいたま教育コラボレーション構想」の推進イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：教育委員会学校教育部

指導１課 

 

 
●地域に開かれた学校運営のイメージ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：教育委員会学校教育部 
指導１課 

家 庭 地 域 

潤いのある学校教育 
児童生徒・保護者・地域の方々 

から信頼される学校づくり 

学校評議員 

学 校 

学校評議員 

 

市
・
小
中
学
校 

連 携 

 大学生による学習支援 

教員の大学講座参加 

大学生のキャリア教育

教職員の資質向上 

学校教育の充実 

埼
玉
大
学
な
ど 
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●図書館所蔵資料数・貸出数 
（所蔵資料数は、図書資料と視聴覚資料の合計）

注）各年とも岩槻市を含まず 

資料：教育委員会生涯学習部北浦和図書館 

●非行防止活動に参加した市民ボランティア数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）各年とも岩槻市を含まず 

資料：市民局生活文化部青少年課

第２節 生涯学習の振興 

■施策体系 

 

(1)学習活動の振興   ①学習環境の充実 

      ②学習活動の支援 

(2)学習成果を活用する仕組みの整備 ①活用の場の拡充 

      ②学習成果の評価 

(3)青少年の健全育成   ①家庭教育の支援 

      ②地域での学習の充実 

      ③健全な環境の整備 

 
 

施策の方向性  

  
①生涯学習活動の機会を拡大します。 
②図書館を充実します。 
③青少年の健全育成に地域で取り組みます。 
 
 
参 考 デ ー タ  

  
 

 
 
 

生涯学習の振興 

6,941

8,854
8,412

210

197

152

5,000

7,000

9,000

平成１４年度 １５年度 16年度

非行防止キャンペーン(人）

青少年非行防止地域巡回活動(人）

2,468
2,536

2,652

7,200
7,556 7,442

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

平成14年度 平成15年度 平成16年度

（千点）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

（千点）
所蔵資料数（点、左軸）

延べ個人貸出数（点、右軸）
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372

394

358

300

320

340

360

380

400

１５年度 １６年度 １７年度

(人）

●市民大学講座受講者数 

 

 

 

 

 

 

 

資料：教育委員会生涯学習部生涯学習振興課 

■実施計画事業 

計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

図書館整備事業   

市民の主体的な学習の場として需要の高い図書館を充

実するため、（仮）中央図書館（浦和駅東口市街地再開発

ビル内）や地区図書館（片柳図書館、北図書館）を整備し

ます。 
〔北浦和図書館・大宮図書館〕

事業中 

片柳図書館 
開設 

（18 年度） 
 

（仮）中央図書館、

北図書館開設 
（20 年度） 

市民大学の充実 

市民の高度で専門的な学習意欲に対応するため、市民大

学の講座内容を充実し、魅力的なカリキュラムづくりを進

めるとともに、各生涯学習施設と連携し多様な学習機会の

場を提供します。    
〔生涯学習振興課〕

受講者 
372 人／年 

 
500 人／年 

（仮）鈴谷地区公民館建設事業   

地域住民の生涯学習とコミュニティの活動拠点となる

公民館を鈴谷地区に整備します。 
〔生涯学習総合センター〕

検討 
開設 

（19 年度） 

青少年の健全育成事業（再掲 p114）   

青少年の健全育成のため、青少年が主体的に参加できる

成人式や青少年の主張大会の開催、青少年育成さいたま市

民会議が行う地域巡回活動や非行防止キャンペーンへの

支援、青少年健全育成を目的とした市民活動への支援など

を行います。 
〔青少年課〕

推進 推進 
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第３節 生涯スポーツの振興 

■施策体系 

 

(１)親しみやすい活動機会の提供  ①スポーツ・レクリエーション活動の場の充実 

      ②多彩なプログラムの提供 

(２)推進体制の充実   ①各種スポーツ・レクリエーション活動の振興 

      ②人材確保と活動団体などの支援 

      ③総合型地域スポーツクラブの促進 

（３）サッカーのまちづくりの推進 

 
 

施策の方向性  

  
①スポーツ活動の機会を拡大します。 
②サッカーに親しむ機会を増やします。 
 
 
参 考 デ ー タ  

  
 
 

生涯スポーツの振興 

●市立体育館などの利用状況（浦和駒場体育館、記念総合体育館、大宮体育館、

与野体育館、浦和西体育館、大宮武道場の利用者数の計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）平成 17 年度は 18 年 1 月末、その他は年度末現在 

資料：教育委員会生涯学習部体育課
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■実施計画事業 

計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

秋葉の森総合公園整備事業（再掲 p91） 

緑に囲まれた豊かな自然環境の中で、快適にスポーツを

楽しめる多目的スポーツ広場を整備します。 
〔公園みどり課〕

事業中 

ピクニック広場 
整備 

（17・18 年度） 
 

散策路整備 
（19・20 年度） 

 
事業中 

校庭開放夜間照明整備事業   

市民の身近なスポーツ・レクリエーション活動の場とし

て、市内小中学校の夜間開放を行うため、照明設備未設置

の学校での整備を計画的に進めます。 
〔体育課〕 

設置済 
18 校 

 
22 校 

障害者のスポーツ参加の推進（再掲 p48） 

障害者のスポーツ活動の促進のため、全国障害者スポー

ツ大会等に参加するとともに、障害者スポーツ教室の開

催、障害者の交流の場であるふれあいスポーツ大会につい

ても充実を図ります。 
〔障害福祉課〕

初級障害者スポー

ツ指導員養成 
0 名 

 
推進 

 
 

120 名 
 

推進 

国際スポーツイベントの開催支援・招致（再掲 p121）  

埼玉県を主体として開催される「2006 年 FIBA バスケ

ットボール世界選手権」の会場市として県と連携し、大会

を支援します。また、各種国際スポーツ大会の招致に取り

組み、さいたま市を世界に発信します。 
〔スポーツ企画課〕

バスケットボール

世界選手権 
開催準備 

 
 

バスケットボール

世界選手権開催  

（18 年度） 
 

推進 
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計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

シティマラソンの開催   

市民のスポーツに対する意欲・関心を促すため、全国規

模のマラソン大会を開催します。 
〔体育課〕

参加者 
3,500 人／年 

 
4,000 人／年 

さいたま・たていわ親善ツーデーマーチの開催 

（再掲 p122）

友好都市の市民がともに村内を歩き、豊かな自然や地域

文化への理解、健康・体力づくりをテーマに交流を図るツ

ーデーマーチを開催します。 
〔体育課〕 

参加者 
163 人／年 

 
200 人／年 

 

2005 さいたまシティマラソン
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計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

総合型地域スポーツクラブ支援事業   

「一市民一スポーツ」を基本理念に、多種目・多世代に

よる地域の自主的な企画・運営を行う総合型地域スポーツ

クラブづくりを支援します。 
〔スポーツ企画課・体育課〕

総合型を目指して

活動している 
クラブ数 

9 クラブ（8 区） 

 
 

各区 
1 クラブ以上 

さいたまシティカップ開催事業（再掲 p121）  

 浦和レッズ・大宮アルディージャと世界の強豪クラブ

チームとの国際親善試合を定期的に開催し、多くの市民に

世界の一流プレーを間近でみる機会を提供し、「サッカー

のまちづくり」を国内外に発信します。 
〔スポーツ企画課〕

累計入場者数  

109,910 人 

 
360,000 人 

サッカーのまちづくり推進事業   

サッカーのまちづくり推進協議会による高校サッカー

選手団海外派遣や浦和レッズ、大宮アルディージャへの支

援などを行い、サッカーを核とした市民スポーツの振興、

地域の活性化を推進します。 
〔スポーツ企画課〕

市内の施設でサッ

カーに親しんだ（競

技、観戦した）人々

の数 
1,293,000 人／年 

 
 
 
 

1,500,000 人／年 

 
 
 
 
 
 
 
 

●総合型地域スポーツクラブの概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：教育委員会生涯学習部体育課

 
 

文化 
芸術 

体力測定
健康診断 

スポーツ 

運営推進委員会 
★クラブ会員代表 ★指導員 
★関係団体 ★学識経験者など 

①地域住民の自主運営 
②自主財源で運営 
③クラブの理念の共有 

各種目別指導者

総合型地域スポーツクラブ 

健康運動指導士

有資格指導者 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
団体等 

体育指導委員 教育委員会 

支援 
支援 

支援 
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●ユーモアフォトコンテスト応募数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民局生活文化部文化振興課

●さいたま市民文化祭の参加事業数 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：教育委員会生涯学習部生涯学習振興課

第４節 さいたま文化の創造 

■施策体系 

 

(1)歴史文化資源の保存と活用  ①歴史文化資源の保存と継承 

      ②歴史資料のＰＲ 

(2)新たな都市文化の創造   ①芸術・文化の振興 

      ②市民活動の支援 

      ③さいたま文化の創造と発信 

 

施策の方向性  

  
①地域文化を生かし、さいたま文化を創造します。 
②市民の文化活動をより活発にします。 
 
参 考 デ ー タ  

  

さいたま文化の創造 
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■実施計画事業 

計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

盆栽文化の振興・活用（再掲 p102） 

盆栽文化振興・活用基本構想に基づき、盆栽関連施設を

整備し、施設を核とした盆栽文化ネットワークを構築しま

す。また、盆栽村の積極的な PR を行い、盆栽文化を振興

します。 
〔総合政策担当・文化振興課・観光政策室〕

盆栽村来訪者 
20 万人／年 

 
40 万人／年 

氷川参道の整備（再掲 p78）   

都心における緑や歩行者のネットワークを形成するた

め、氷川参道（大宮中央通線以南）をうるおいのある歩行

者空間として整備します。また、地元まちづくり組織等と

のパートナーシップにより緑の保全を図りつつ沿道等の

まちづくりを進めます。 
〔大宮駅周辺計画管理課〕

氷川参道（大宮中央

通線以南）における

歩行者空間の 
確保率 
41.6％ 

 
 
 
 

100% 

見沼通船堀公園整備事業   

国指定史跡の見沼通船堀と周辺の斜面林を取り込み、見

沼田圃の環境に調和した、歴史と自然に触れ合える総合公

園を整備します。 
〔公園みどり課〕

事業中 事業中 

鉄道博物館の整備促進（再掲 p102） 

東日本鉄道文化財団による鉄道博物館の整備に伴い、本

市の地域資源である鉄道文化を生かした魅力あるまちづ

くりを促進します。 
〔文化振興課〕

促進 
完成 

（19 年度） 

 
●鉄道博物館のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：財団法人東日本鉄道文化財団より 
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計画目標 事業の名称と概要 
〔担当課室〕 現況（平成17年度当初） 平成20年度末 

スポーツ文学賞事業   

スポーツと芸術文化活動が盛んな本市のアピールのた

め、全国からスポーツをテーマとした文芸作品を募集し、

作品集「ＳＰＯＲＴＳ ＳＴＯＲＩＥＳ」を刊行します。 
〔文化振興課〕

推進 推進 

漫画・ユーモア文化の振興事業 

地域の特色ある文化資源である漫画の重要な要素とし

てのユーモアをもとに、心の豊かさを実感できる場や機会

を提供するため、国際漫画フェスティバルやユーモアフォ

トコンテストなどの事業を積極的に展開し、新たな都市文

化の創造を目指します。また、（仮）ユーモアセンターを

プラザノースに整備し、漫画・ユーモア文化の展開・情報

発信を行います。 
〔文化振興課〕

推進 推進 

（仮）岩槻人形会館整備事業（再掲 p102） 

さいたま市の伝統文化のひとつである人形文化を広く

内外に発信し、生きた文化として継承するため、地域の魅

力とにぎわいを高める拠点ともなる（仮）岩槻人形会館を

整備します。 
〔文化振興課〕

構想・検討 完成 

歴史的資源の保存・整備事業   

貴重な文化遺産である文化財を次世代へ継承するとと

もにその活用を図るため、国指定史跡真福寺貝塚や県指定

史跡岩槻藩遷喬館などの文化財の保存整備を進めます。 
〔文化財保護課〕

推進 推進 

 

 

 

 

 

 
 

ユーモアフォトコンテスト 2005 

最優秀賞「眠いよ」  本橋 庄一郎さん（大阪市） 


